
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・制御システム専科） 

 

教科 工業 科目 
制御システム実習

（メカトロシーケンス） 
単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この実習では、２年制御システム実習（制御Ⅰ）で学んだシーケンス制御の技術を活用し、工場の

自動化システムについて学習します。模型工場のベルトコンベアや吸引装置などを用い、荷物に見

立てたワークの搬送用プログラムを各自で作成します。実習では、プログラムの作成、プログラマ

ブルコントローラからの配線練習などをグループで協力して行います。後期の実習では、ラダー図

に加えＳＦＣ表現方式についても学び、より複雑な制御にも挑戦します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・実習課題を理解し、目的の制御プログラムを作成する。 

・プログラマグルコントローラ（Ｉ／Ｏターミナルボックス）から目的の制御対象物に対して配線

作業を行い、実習課題の動作を確認する。 

・ラダー図を作成、シーケンス制御の基本的な考え方を学習する。 

・ＳＦＣ表現によるシーケンス制御の基本的な考え方を学習する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

シーケンス制御に関

する課題について関

心を持ち、改善・向上

を目指して主体的に

取り組もうとすると

ともに、実践的な態度

を身につけている。 

シーケンス制御に関

する諸課題の解決を

めざして思考を深め、

基礎的・基本的な知識

と技術をもとに、適切

な判断、表現する創造

的な能力を身につけ

る。 

シーケンス制御に関

する基礎的・基本的

な技術を身につけ、

ものづくりを合理的

に計画し、技術を適

切に活用している。 

シーケンス制御に関

する基礎的・基本的

な知識を身につけ、

その役割を理解して

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

動作検証・考察 

学習状況の観察 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

動作検証・考察 

学習状況の観察 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

技能試験・考察 

学習状況の観察 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

動作検証・考察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 
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単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
① 

 メ
カ
ト
ロ
シ
ー
ケ
ン
ス
① 

 

・制御プログラムの作成方法 

・本校実習システムの配線

接続について 

・プログラマブルコントローラ

の補助リレー、タイマーリレ

ーの活用 

・緊急停止・インターロックに

ついて 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:装置の仕組み、プログラムに

関心を持ち、意欲的に取組んで

いるか。 

b:プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につけているか。 

c:実習システムの配線接続が

適切にできているか。 

d:シーケンス制御に関する基

礎的・基本的な知識を身につ

け、理解できているか。 

技能試験 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
① 

 メ
カ
ト
ロ
シ
ー
ケ
ン
ス
② 

・順序回路の考え方につい

て 

 

○ 

 

○ ○ ○ 

 

a:制御プログラミングに関心

を持ち、意欲的に取組んでいる

か。 

b:プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につけているか。 

c:課題を理解し、適切な配線接

続ができているか。 

d:ステップリレーの使い方を

マスターし、順序回路に関する

基礎的・基本的な知識を身につ

け、理解できているか。 

技能試験 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
① 

 メ
カ
ト
ロ
シ
ー
ケ
ン
ス
③ 

・複合的な装置を結びつけ、

様々な条件に合致したプロ

グラムの作成 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 様々な条件付きプログラム

に関心を持ち、意欲的に取り組

んでいるか。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につけているか。 

c:課題を理解し、適切な配線接

続ができているか。 

d:シーケンス制御に関する基

礎的・基本的な知識を身につ

け、理解できているか。 

技能試験 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 



パ
ー
ト
② 

 メ
カ
ト
ロ
シ
ー
ケ
ン
ス
④ 

・ＳＦＣ表現方式による制御

プログラムについて 

・選択分岐プログラムについ

て 

○ ○ ○ ○ a: ＳＦＣ表現方式による制御プ

ログラムに関心を持ち、意欲的

に取組んでいるか。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につけているか。 

c:課題を理解し、適切な配線接

続ができているか。 

d: ＳＦＣ表現方式による制御プ

ログラムに関する基礎的・基本

的な知識を身につけ、理解でき

ているか。 

技能試験 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 

 

パ
ー
ト
② 

 

メ
カ
ト
ロ
シ
ー
ケ
ン
ス
⑤ 

・並進分岐プログラムについ

て 

・総合運転 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: ＳＦＣ表現方式による制御プ

ログラムに関心を持ち、意欲的

に取組んでいるか。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につけているか。 

c:課題を理解し、適切な配線接

続ができているか。 

d: ＳＦＣ表現方式による制御プ

ログラムに関する基礎的・基本

的な知識を身につけ、理解でき

ているか。 

 

技能試験 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


